
新旧対照表 

新 旧 

２．計画の期間 
 計画期間は平成28年度から平成32年度までの５年間とします。 

 なお，本計画は，今後の社会情勢の変化等を踏まえ，必要な見直しを行います。 
 
 
 
 
 
 
 
３ バイオマス活用の現状・課題 
（３）目標水準 

表２ バイオマスの種類別の現状と目標（炭素換算）    （トン/年） 

バイオマスの種類 
現状(R2) 発生見通し(R3) 目標(R4) 

賦存量 
(湿潤重量) 

賦存量 
(炭素換算

値) 
利用量 利用率 (湿潤重量) 

(炭素換算

値) 
利用量 利用率 

廃
棄
物
系 

家畜排せつ物 2,685,000 160,214 151,929 94.8% 2,908,000 173,520 164,093 94.6% 

下水汚泥等 2,389,070 18,349 11,244 61.3% 2,608,432 20,033 11,246 56.1% 

食品廃棄物 78,150 9,672 7,031 72.7% 76,609 9,481 8,006 93.0% 

製材工場等残材 309,960 136,475 59,625 43.7% 324,000 142,657 108,930 76.4% 

建設発生木材 164,400 72,383 68,113 94.1% 132,300 58,252 71,660 99.0% 

道路・河川等の

刈草・剪定枝 
20,677 4,915 4,811 97.9% 11,168 4,050 3,068 75.8% 

未
利
用
系 

農作物非食用部 579,307 165,856 163,002 98.3% 591,642 169,387 166,507 98.3% 

林地残材 61,293 26,987 49,489 183.4% 464,000 204,299 59,441 29.1% 

＊炭素換算値は各バイオマスの賦存量・利用量を下式により換算 
炭素換算値＝ 湿潤重量×（１－含水率）× 炭素含有率 

＊下水汚泥等のうち「浄化槽汚泥」及び「し尿」の現状はH26の値を使用 
＊食品廃棄物の現状はH30の値を使用 
＊建設発生木材の現状はH30の値を使用 
＊道路・河川等の刈草・剪定枝のうち「公園から発生する刈草・剪定枝」の現状はH21の値を使用 
＊農作物非食用部の現状はH26の値を使用 

 

２．計画の期間 
 計画期間は平成28年度から平成32年度までの５年間とします。 

 なお，本計画は，今後の社会情勢の変化等を踏まえ，必要な見直しを行います。 
 
 
 
 
 
 
 
３ バイオマス活用の現状・課題 
（３）目標水準 

表２ バイオマスの種類別の現状と目標（炭素換算）    （トン/年） 

バイオマスの種類 
現状(H27) 発生見通し(H32) 目標(H32) 

賦存量 
(湿潤重量) 

賦存量 
(炭素換算

値) 
利用量 利用率 (湿潤重量) 

(炭素換算

値) 
利用量 利用率 

廃
棄
物
系 

家畜排せつ物 2,853,000 170,239 162,123 95.2% 2,908,000 173,520 164,093 94.6% 

下水汚泥等 2,571,947 19,753 7,407 37.5% 2,608,432 20,033 11,246 56.1% 

食品廃棄物 71,633 8,865 7,279 82.1% 69,556 8,608 8,006 93.0% 

製材工場等残材 297,000 130,769 95,105 72.7% 324,000 142,657 108,930 76.4% 

建設発生木材 132,300 58,252 53,673 92.1% 132,300 58,252 57,087 98.0% 

道路・河川等の
刈草・剪定枝 

10,816 3,922 2,812 71.7% 11,168 4,050 3,068 75.8% 

未
利
用
系 

農作物非食用部 621,111 177,824 174,756 98.3% 591,642 169,387 166,507 98.3% 

林地残材 479,000 210,904 39,891 18.9% 464,000 204,299 59,441 29.1% 

＊炭素換算値は各バイオマスの賦存量・利用量を下式により換算 
炭素換算値＝ 湿潤重量×（１－含水率）× 炭素含有率 

＊下水汚泥等のうち「浄化槽汚泥」及び「し尿」の現状はH26の値を使用 
＊食品廃棄物の現状はH25の値を使用 
＊建設発生木材の現状はH24の値を使用 
＊道路・河川等の刈草・剪定枝のうち「公園から発生する刈草・剪定枝」の現状はH21の値を使用 
＊農作物非食用部の現状は H26 の値を使用 

 
 

※ 令和3年度行われる国計画の中間見直し（昨年度の段階で令和3年9月とい
われていた）をもって新たな計画の策定を考えていましたが、農林水産省
によると、今後の検討を踏まえ、中間見直しの公表は令和4年度になると
のことですので、計画の空白期間が1年以上にならないよう計画期間を遡
って延長することとし、計画期間を令和4年度（令和5年3月）まで延長し
ます。 


